
資料 1（第 4 回まちづくりガイドライン検討協議会） 

第 4 回 

健康と文化の森地区まちづくりガイドライン検討協議会 

 

日時：2025 年（令和 7 年）10 月 30 日（木） 

10 時 00 分～ 

場所：藤沢市役所本庁舎 6 階 6-1 会議室 

 

次 第 

 

1．開会 

 

2．議事 

  （１）スケジュールについて/資料２ 

（２）産学公連携協議会の情報共有/資料３ 

（３）ガイドライン１～５章の提示について/資料 4 

 

３．閉会 

 

 

（参考資料） 

１．まちづくりガイドライン（２０２５年 10 月案） 

２．まちづくりガイドライン（２０２５年７月案・前回協議会資料） 



資料２（第４回まちづくりガイドライン検討協議会） 

 

 

まちづくりガイドライン構成と進め方、及び内容について（更新） 
ガイドライン構成（案） 各会の進め方（案） 内容（案） 

R6 R7 

１回 

11 月 6 日 

２回 

3 月 10 日 

３回 

7 月 11 日 

４回 

本日 

５回 

12 月 19 日 

 

1.まちづくりガ

イドラインの概

要 

1.1 はじめに 

事
務
局
に
て
検
討 

● ● ●  ・ガイドライン策定の背景・目的を記載する。 

・本ガイドラインの対象区域と健康と文化の森地区の区域を記載する。 

・まちを取り巻く状況が変化した際は柔軟に更新することを記載する。 

1.2 対象区域 

1.3 ガイドラインの位置づけ 

2.健康と文化の

森地区の概要 

2.1 地区の位置づけ ● ● ●  ・上位計画等における地区の位置づけを記載。広域図を用いて位置関係がわかるようにする。 

・周辺施設の動向（慶應義塾大学 SFC における未来創造塾・βヴィレッジや慶應藤沢イノベーショ

ンビレッジ等）を記載。 

・基本計画の「地区の特性や優位性」を踏まえ、自然的な特性と地域の活動に基づく文化的特性に

おいて、地区のポテンシャルを整理する。 

・「4.まちづくりの実現に向けた誘導方針」に対応する社会的潮流について、まちを取り巻く課題

とともに記載する。 

2.2 まちづくりの動向 

2.3 地区のポテンシャル 

2.4 まちを取り巻く社会的な潮流 

3.健康と文化の

森地区の将来像 

3.1 まちづくりのビジョンとライフスタイル ● ● ●  ・基本計画に示されている「まちづくりのめざす姿」や「ライフスタイルの想定」を踏まえ整理し

記載する。 

・まちの骨格軸を構成する要素（生活交流、自然、歩行者回遊・広域交通）を整理すると共に、持

続的なまちの発展として「いずみ野線延伸」のおけるまちの変化を記載する。 

3.2 まちづくりの骨格 

4.まちづくりの

実現に向けた誘

導方針 

4.1 誘導方針 
 △ ● ●  ・基本計画の「取組方針」や「土地利用・交通・都市施設等」を整理し、「2.4 まちを取り巻く社

会的な潮流」を踏まえ、「3.健康と文化の森地区の将来像」の実現に向けた方針を明示し、方針

1（地区全体の視点）、方針 2（空間・エリア・機能の視点）、方針 3（人々の活動や個々の敷地

での取り組み）に応じた誘導方針を記載する。 

・地区名に由来する「健康」と「文化」をテーマとした誘導方針を整理する。 

・本地区のポテンシャルやまちづくりの骨格などから、「賑わい・交流」「自然・環境」「安心・

安全」「交通」「先端技術」を本地区のまちづくりの要素とし、それらを複合的に取り入れた方

針を示す。 

 

4.2 健康 

 △ ● ●  

4.3 文化 

 △ ● ●  

5.まちづくり推

進体制と実現手

法 

5.1 まちづくりの推進体制   △ ●  ・権利者、民間事業者、行政等関係者が円滑に意見交換、調整及び情報共有を行う体制づくりを進

めることを記載する。 

・実現手法は土地区画整理事業、地区計画、エリアマネジメントの導入検討などを記載する。 
5.2 実現手法 

         

ガイドライン（案）としてのとりまとめ     ● － 

※構成（案）の項目については、今後の検討により適宜更新していきます。 



1

産学公連携協議会の情報共有産学公連携協議会の情報共有

資料３（第４回まちづくりガイドライン検討協議会）



産学公連携協議会の情報共有産学公連携協議会の情報共有

2

■産学公連携のイメージについて

•

【第４回協議会での意見（要旨）】
 第３回案では、「産・学・公」が交わり合っているのに対し、第４回案は３者の交わりがなくなっている。
 地区を中心に置くのではなく、「産・学・公」の交わり（コミュニティ）を表現する方がよい。



■展開する施策について

3

産学公連携協議会の情報共有産学公連携協議会の情報共有

【第４回協議会での意見（要旨） 】
 「取組方針」についてはめざす姿の小項目とするか等、引き続き検討されたい。
 施策には、ソフト（サービス）、ハード（施設、場所など）に関する施策があり、それぞれ着手の優先度、順序がある。
 地域の資源・ポテンシャル（SFC-IVのノウハウなど）を活用していくことが重要になる。
 地域の課題解決・イノベーションに関わる学生活動・ビジネス創出を支援していく視点から施策を掘り下げるとよい。
 プラットフォームには、協議の場、実装フィールド、活動拠点などの意味があり、それぞれ具体的に記載するとよい。
 産学公連携を進める拠点には、施設の設置だけでなく、そこに常駐するコーディネーターの存在が重要になる。



産学公連携協議会の情報共有産学公連携協議会の情報共有

4

展開する施策についての取りまとめイメージ
の説明
• 展開する施策ごとにシートで整理する。
• 施策に対し、「取組内容」を整理し、「実
施期間」として各取組内容の実施時期を整
理する。

■実行プランの全体イメージを共有

【第４回協議会での意見（要旨） 】
 各施策のスケジュールだけではなく、プランの全体的なスケ
ジュールに対したマスタープランがあるとよい。

 定性的なものを含め、各施策のKPIや連動関係を整理でき
るとよい。

 全体をとおして、他地域の事例が添付画像などで整理されて
いるが、本地区特有の内容（ポテンシャル）をどのように活
用し、施策を展開していくかを整理してはどうか。



産学公連携協議会の情報共有産学公連携協議会の情報共有

5

■今後の予定

【意見交換会の実施】
次回の産学公連携協議会に向けて、委員や事務局などの関係者による意見交換会を開催する運び
となりました。
意見交換会は、実行プランにおいて、再度、めざす姿（プランの目的）の方向性を、委員や事務局な
どの関係者で共通認識を持つことを目的として開催します。

 意見交換会の日程
10月27日（月）、29日（水）、31日（金）

【産学公連携協議会】
上記の意見交換会の結果を踏まえ、実行プランの内容や、今後の開催スケジュール等について、改め
て検討していきます。
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資料４（第４回まちづくりガイドライン検討協議会） 

■まちづくりガイドライン検討協議会説明資料 

前回協議会からの新旧対照表 

 

1.3 ガイドラインの位置づけ 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

２頁 

 

２頁  

 

 

 

＜その他修正点＞ 

その他の修正 修正事項 

1. プランの位置づけについて  まちづくりガイドラインと産学公連携実行プランが並列になるように修正。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
１ 
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2.1 地区の位置づけ 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

５頁 

 

５頁  

 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. 西北部地域の核となる拠点であり、交通結節点ともなるため、その点について他地域との関わりが記載さ

れるとよい。2.1 地区の位置付けにおいて、西北部地域の核であるとの読み取りができると良い。 

 西北部地域の核となる拠点、交通結節点となる点について、「（3）市内における本地区の位置づけ」にお

いて、説明文の中に「西北部地域の核となる交通結節点として、」を追加。 

 

＜その他修正点＞ 

その他の修正 修正事項 

2. 位置付けの添付図について  藤沢都市マスタープランによる添付図の凡例を追加。 

 

  

１ 

１ 

２ 

２ 
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2.3 地区のポテンシャル 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

７頁 

 

７頁 

 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. まちづくりの骨格、遠藤地区中心拠点との関係について、小学校区は秋葉台小・中学校になると思うが、歩

行者回遊軸の対象には、通学する子どもたちのことも含まれる。また、秋葉台公園や秋葉台文化体育館は、

他地域にない規模から、地区のポテンシャルになりうると思うので、「2.3 地区のポテンシャル」に追記し

てはどうか。 

 頁左 添付図面において、秋葉台小・中学校、秋葉台公園や秋葉台文化体育館を追加。（８頁同様） 

 

＜その他修正点＞ 

その他の修正 修正事項 

2. 自然的な特性の項目について  自然的特性の中に「自然を活かした文化」を追加。 

 

 

  

１ 

１ 

２ 



-4- 

2.3 地区のポテンシャル 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

８頁 

 

８頁  

 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. まちづくりの骨格、遠藤地区中心拠点との関係について、小学校区は秋葉台小・中学校になると思うが、

歩行者回遊軸の対象には、通学する子どもたちのことも含まれる。また、秋葉台公園や秋葉台文化体育館

は、他地域にない規模から、地区のポテンシャルになりうると思うので、「2.3 地区のポテンシャル」に

追記してはどうか。 

 頁左 添付図面において、秋葉台小・中学校、秋葉台公園や秋葉台文化体育館を追加。（７頁同様） 

 秋葉台公園・秋葉台文化体育館の立地、及び、本地区周辺の人々の健康的・文化的活動が育まれてる点を

記載。 

2. 現在、100 人以上の学生が SFC に住んでおり、ポテンシャルとして表現すると良い。  βヴィレッジやΗヴィレッジ、湘南藤沢国際学生寮において、学生が学びながら生活を育んでいる点につ

いて記載。 

  

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 
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3.1 まちづくりのビジョンとライフスタイル 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

11 頁 

 

11 頁 

 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. 誘導方針で「環境」を謳ううえでの「環境要素」が描写されると良い。  小出川の描写範囲を広げ、地区のポテンシャルや、骨格でもある水のある景観を表現。 

2. 学生の活動を謳ううえでの「学生のトライアル活動」が描写されると良い。前回は俯瞰した様子でまち全

体で新たな技術を感じられたが、今回は部分的に感じる。 

 屋内による閉鎖的な活動と感じられていたイメージにおいて、屋外での学生のトライアル活動、地域住民

との触れ合いを表現。 

 また、地産地消の食育イベントが開催している様子を描写し、先端技術に限らず、地区特有の農を活かした

学び体験が展開されている様子を表現。 

 

＜その他修正点＞ 

その他の修正 修正事項 

3. 説明文の追加  基本計画の内容を踏まえ、イメージパースを補足する説明文を追加。 

  

１ 

２ 

１ 

２ 

３ 
３ 

３ 

３ 
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3.2 まちづくりの骨格 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

15 頁 

 

15 頁 

 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. 秋葉台とのつながりを強調し、いずみ野線延伸の必要性を見出せる内容とするとよい。  広域的な交通の軸を延伸して表現。 

 秋葉台方向へのフットパスを延伸して表現。 

  

1 
１ 
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4.1 誘導方針 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

16 頁 

 

16 頁 

 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

4. 第４章誘導方針の項目について、地区の名称である「健康」と「文化」のキーワードを強調したほうが良

い。 

 項目を変更。 

 「“健康”と“文化”の森地区」の名称を強調した「健康」「文化」をテーマに誘導方針を整理。 

 各誘導方針において「賑わい・交流」「自然・環境」「安心・安全」「交通」「先端技術」の要素を組み

合わせて、内容を整理。 

 

＜その他修正点＞ 

その他の修正 修正事項 

5. 誘導する機能について  いずみ野線延伸後の柔軟な立地誘導に関して、「※新駅設置箇所周辺の「交流・コミュニティエリア」

「活力・賑わいエリア」では、新駅開業後は、駅一体型生活支援施設や多目的ホール併設ホテル、中高層

住宅などの立地誘導を検討します。」を追加。 

  

１ 

１ 

１ 

２ 
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4.2 健康  

2025 年 10 月案 

17 頁 

 

※2025 年７月案の 17～21 頁を基に「健康」と「文化」をテーマとして整理。 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. グリーンインフラや浸水対策としての調整池の役割についても記載してほしい。  激甚化する気象災害に対応する方針において、「豊かなグリーンインフラ」を活用していくことを強調。

（方針１－３） 

2. 秋葉台とのつながりを強調し、いずみ野線延伸の必要性を見出せる内容とするとよい。  いずみ野線延伸計画具体化におけるバス網の再編や、地区周辺施設と連携したフットパス形成など、人々

の健康的な交流・活動において、秋葉台とのつながりの重要性を強調。（方針１－４） 

  

１ 

２ 
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4.2 健康  

2025 年 10 月案 

18 頁 

 

※2025 年７月案の 17～21 頁を基に「健康」と「文化」をテーマとして整理。 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. 分散型のエネルギーシステムの掲載位置は、方針２に適していると思う。  「安心・安全」の方針１にあったものを方針２に移動して整理。（方針２－３） 

2. 秋葉台とのつながりを強調し、いずみ野線延伸の必要性を見出せる内容とするとよい。  地区周辺の施設として、少年の森、秋葉台公園とをつなげる歩行空間の整備を方針として示し、秋葉台と

のつながりの重要性を強調。（方針２－４） 

  

１ 

２ 
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4.2 健康  

2025 年 10 月案 

19 頁 

 

※2025 年７月案の 17～21 頁を基に「健康」と「文化」をテーマとして整理。 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. 秋葉台とのつながりを強調し、いずみ野線延伸の必要性を見出せる内容とするとよい。  秋葉台小中学校に向けた通学路の見守り活動について方針として示し、秋葉台とのつながりの重要性を強

調。（方針３－４） 

  

１ 
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4.3 文化  

2025 年 10 月案 

20 頁 

 

※2025 年７月案の 17～21 頁を基に「健康」と「文化」をテーマとして整理。 

 

＜その他修正点＞ 

その他の修正 修正事項 

1. 産学公連携協議会を踏まえた修正  地区をフィールドとした研究活動の実証や、学生団体の活動・取組の地域化について方針として示す。 

  

１ 
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4.3 文化  

2025 年 10 月案 

21 頁 

 

※2025 年７月案の 17～21 頁を基に「健康」と「文化」をテーマとして整理。 

 

＜前回協議会の意見・修正事項＞ 

前回協議会の意見 修正事項 

1. 街路樹において、地域に適した緑を取り入れることも良いかと思う。  「幹線道路や歩行者回遊軸などでは、地区の文化に適した街路樹を設置するなど、緑を身近に感じられる

空間を形成します。」と記載し、「地区の文化に適した街路樹」の設置を強調。（方針２－２） 

 

  

１ 
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4.3 文化  

2025 年 10 月案 

22 頁 

 

※2025 年７月案の 17～21 頁を基に「健康」と「文化」をテーマとして整理。 
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5.1 まちづくりの推進体制 5.2 実現手法 

2025 年７月案 2025 年 10 月案 

22 頁 

 

23 頁 

 

 

＜その他修正点＞ 

その他の修正 修正事項 

1. 産学公連携協議会を踏まえた修正  産学公の連携イメージについて、産学公の３者が交わる中に、めざす姿の項目を落とし込み展開されるイ

メージに修正。 

2. 進め方イメージについて  デザインを修正。 

 

１ 

１ 

２ 
２ 


